
                
 

報道関係者各位 

令和７年９月２６日発信 

開星中学校・高等学校「スクールドッグ認定校」となりました 

譲渡式・協定調印式のご案内 

 

学校法人大多和学園 開星中学校・高等学校（島根県松江市、学校長：小山内 仁）は、一般社団法人日本スクー

ルドッグ協会（岡山県西粟倉村）および社会福祉法人日本ライトハウス盲導犬訓練所（大阪府千早赤阪村）と連

携協定を締結し、２０２５年１０月より正式に「スクールドッグ」の導入を開始いたします。これにより本校は

全国で数少ない「スクールドッグ認定校」となります。 

■ 動物介在教育（AAE）の導入背景 

近年、不登校児童生徒数は全国で過去最多を更新しており（２０２３年度：３４万６０００人、文部科学省調査）、

子どもたちの居場所づくりや心のケアが大きな社会課題となっています。また、ユニセフの調査によれば、日本

の子どもたちの精神的幸福度は先進国の中でも極めて低い水準にあります。 

本校は「一人ひとりを大切にする教育」を掲げ、学力の伸長のみならず、生徒が安心して過ごせる学校づくりを

重視してきました。今回導入するスクールドッグは、犬との触れ合いやお世話を通して生徒に安心感や自己肯定

感を与え、仲間との協力、命の尊さ、共生社会のあり方を学ぶ機会を提供します。 

■ 導入にあたって 

開星に迎えるスクールドッグは、日本ライトハウス盲導犬訓練所より譲渡されるキャリアチェンジ犬です。動物

介在教育の専門的トレーニングを受けた犬とハンドラー（動物介在教育支援士）が共に活動し、教育計画に基づ

いて授業や学校生活の場に参加します。 

また、生徒自身が世話や係活動に関わることで、自主性や責任感が培われるとともに、学園全体で「人と犬との

共生」を実践的に学ぶ教育活動を展開していきます。 

■ 今後の展望 

１０月８日には、協定締結および認定校記念式典を本校にて実施いたします。本校は今後も、日本スクールドッ

グ協会、盲導犬訓練所と連携しながら、子どもたちの健やかな成長を支える教育環境の整備に努めるとともに、

インクルーシブ教育の推進、地域社会への発信に取り組んでまいります。 

 

【詳細】 

譲渡式・協定調印式については裏面参照 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【本件に関するお問い合わせ】 

入試広報企画センター長・教頭    田中 薫 k-tanaka@kaisei.matsue.shimane.jp 

 

 
 

 

 

＜学校概要＞ 学校法人 大多和学園 開星中学校・高等学校 

◆校長     小山内 仁 （おさない まさし） 

◆創 立     大正１３（1924）年「松江ミシン裁縫女学院」として創立 

◆建学の精神  「品性の向上をはかり 社会の発展に役立つ有望な人材を育成する」 

◆校 訓    「立志 明朗 創造」 

◆生徒数    中学 109名 ／ 高校 607名（令和７年５月1日現在） 



スクールドッグ（レイ君）譲渡式 実施要項 

日時 令和７年 10 月 8 日（水） 13:50～14:20（30 分間） 

会場 開星中学校・高等学校 体育館 

出席者 一般社団法人日本スクールドッグ協会 代表理事 青木 潤一（あおき じゅんいち）様 

社会福祉法人日本ライトハウス盲導犬訓練所 所長 赤川 芳子（あかがわ よしこ）様 

レイ（ゴールデンレトリバー・２歳） 

開星中学校・高等学校 全校生徒、全教職員 

式次第 司会進行 浜屋副校長 

（1）開式（司会） 

（2）校長挨拶 

（3）一般社団法人日本スクールドッグ協会 代表理事 青木潤一様 挨拶 

（4）社会福祉法人日本ライトハウス盲導犬訓練所 所長 赤川良子様 挨拶 

（5）生徒会長より歓迎の言葉 

 その後、可能そうであればお 2 名（青木、生徒会長）にリードを持っていただき、会場中央を開け退場。 

 

一般社団法人日本スクールドッグ協会との事業連携協定調印式要項 

（同時開催：一般社団法人日本スクールドッグ協会と社会福祉法人日本ライトハウス盲導犬訓練所との包括連携協定） 

日時 令和７年 10 月 8 日（水） 14:40～15:40（調印式終了 20 分後を目途に）） 

会場 開星中学校・高等学校 2 階会議室 

出席者 一般社団法人日本スクールドッグ協会 代表理事 青木 潤一（あおき じゅんいち）様 

社会福祉法人日本ライトハウス盲導犬訓練所 所長 赤川 芳子（あかがわ よしこ）様 

レイ（ゴールデンレトリバー・２歳） 

開星 小山内校長、松本事務局長、浜屋副校長、田中教頭、佃教頭 

式次第 司会進行 浜屋副校長（自席でお願いします） 

（1）開式（司会） 

（2）相互連携の趣旨説明   

（3）調印式  ※双方より代表 1 名前方中央の机でサイン、交換後サイン・押印 撮影 

（4）三者挨拶  

    開星中学校・高等学校 校長 小山内 仁 

    日本スクールドッグ協会 代表理事 青木 潤一 様 

日本ライトハウス盲導犬訓練所 所長 赤川 芳子 様 

(5) 記念撮影 

調印式終了後、記者会見を予定しています。 
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